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●伽羅橋 

　高石市臨海部埋立地の高砂３丁目に緑豊かな

高砂公園があり、公園内に「伽羅橋」という石

橋が保存されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　室町時代に大雄寺（現在の高師浜付近）門前

の芦田川に架けられていたという伽羅橋は、紀

州街道の橋の一つとして有名でした。「泉州志」

という書物に「昔、この橋板沈香なり、ある人

これを売って千貫の銭を得た。ゆえに千貫橋と

いう」と記されています。沈香は伽羅とも呼ばれ、

熱帯地方だけでとれる貴重な香木で、橋に敷か

れていたそうです。 

　木橋であった伽羅橋は、幕末、慶応元年（1865

年）10月に長さ11.1ｍ、幅4.5ｍの花崗岩の石橋

に架け替えられました。なぜ幕末の混乱した時

代に、多額の費用がかかる石橋の建設が行われ

たのでしょうか。 

　嘉永６年（1853年）、ペリー提督率いるアメリ

カ軍艦４隻が浦賀へ来航し、翌嘉永７年９月には、

大阪湾にも開国を要求するロシア国の軍艦デｨア

ナ号が現れ、天保山沖に停泊しました。大阪湾

に沿っていた紀州街道は、堺奉行所・各藩が動

員した武士・役人が海岸を警備し、大騒ぎとな

りました。今までの木橋では、交通量の増加と

大砲・兵員の移動に対応できなくなり、石橋に

架け替えられたのです。 

　開国後、幕府領であった高石では、小高石の

王子川にあった「小高石橋」も石橋に架け替え

られました。こちらは、現在は姿を消して、小

高石橋標柱が残っています。 

　伽羅橋は、昭和63年の芦田川改修工事により、

高砂公園に移転され、現在もそのままの形で保

存されています。そして、本年３月、文化庁よ

り登録文化財として認定されました。 

　幕末の混乱した時代に、地域の交通整備に努

力した人々の姿を示す貴重な文化財です。 

 

○高砂公園へは、 

　府道大阪臨海線から高砂方面へ　約２㎞ 

　無料駐車場　有 

▼お問い合わせ先▼ 
高石市郷土資料室 

ＴＥＬ　０７２－２６３－１０９０ 

 

７月２６日（土）神崎川会場 

７月２７日（日）本祭り 

吹田市 SUITA SHI

● お問い合わせ先 ● 
吹田市産業労働にぎわい部 まちにぎわい創造室 

ＴＥＬ：０６－６３８４－２１４５ 

、 

吹田まつり　～夏笑顔、吹田祭りのはずむ声～ 吹田まつり　～夏笑顔、吹田祭りのはずむ声～ 

　吹田まつりは、大阪万博 ＥＸＰＯ’７０の年にはじま

り、今年で３９回を数える吹田の夏の風物詩です。

　今年は、『夏笑顔　吹田祭りの　はずむ声』をキ

ャッチフレーズに、７月１２日（土）にプレイベン

トとしてメイシアターで開催された市民ふれあいフ

ェスティバルでは、１２組のグループによりダンス

や演奏が披露されました。また、ハートフルコンサ

ートの夕べでは、昭和歌謡を代表する歌手の渚ゆう

子さん・宮史郎さん・伊藤咲子さんの歌声に酔いし

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　７月２６日（土）には前夜祭として、江坂会場（江

坂公園）では、模擬店が出店されたり、数万本のペ

ットボトルによる幻想的なイルミネーション“アス

テラス江坂”が催され、神崎川会場では、真夏の強

い日差しの下、神崎川を舞台に“ドラゴンボートレ

ース大会”の熱戦が繰り広げられました。また、千

里南会場（千里南公園）では、“大盆踊り大会”等

が催され、訪れた多くの市民でにぎわいました。 

　さらに、７月２７日（日）の本祭りでは、ＪＲ吹田

駅付近一帯で、地車曳行や太鼓、みこし、ブラスバ

ンド、ダンスなど様々なパフォーマンスが繰り広げ

られるパレードをメインに、バラエティー豊かな催

しが繰り広げられました。この他多くの夜店も出店

され、市民は年に一度の祭りで吹田の夏を楽しんで

いました。 

　特に前夜祭の江坂会場と本祭りの旭通商店街で開

催された“好いたおどり”では、市内の大学生が企

画から当日の運営までの一切を担ったり、市内をは

じめ、府内、近畿一円から参加したたくさんのグル

ープが、日頃鍛練した演舞を競い合いました。熱気

あふれる踊りは、訪れた多くの人に感動を与えました。 

７月２６日（土）千里南会場 

き ゃ ら ば し  

 

高砂公園 

伽羅橋 


